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日本 OR 学会の社団法人化について

かねて経営科学第 15 巻第 4 号の誌上でお知らせ

しましたように，法人化の準備を進めておりました

が 1 月 29 日に設立総会を開催するにいたりまし

たので，その経緯をお知らせします.

1. 新法人設立の手続きスケジュール

45年 2 月 27 日 法人化委員会発足募金開始

46年 9 月 16 日 法人化事務手続開始(日本学会事務

センター委託承認)

定款・細則(案)審議(庶務 5 回・組

織検討委 6 回・理事会 2 回)

決算・事業報告・予算・事業計画

(案)等の作成(庶務・会計)

文部省説明資料の作成(庶務)

文部省との折衝(森口・後藤両副会

長・庶務)

12月 18 日 定款・細則(案)承認(評議員会)

12月 18 日 ~27 日 会長候補者選考(同選考委員

会)

12月 29 日 全会員に対し，定款・細則(案)送付

会長候補者の信任投票および総会欠

席者の委任状(定款の賛否)提出を

要請

47年 1 月 22 日 発起人会

1 月 29 日 臨時総会

設立総会

2 月 申請

5 月 認可

2. 発起人および発起人代表について

現学会の法人化については，新しく日本オベレー

ションズ・リサーチ学会が設立されるわけでなく，

現在の学会の組織を法人に改組することなので，そ

の聞の移行を円滑に進めるため，発起人については

理事会および評議員会で審議の結果，現在の理事中

47年度も任期を残す 13 名と 46 年度に留任された 3

名を発起人の主体とし，発起人代表は次期会長をも

ってあてることになりました.発起人は次の方々で

す.

小野勝次(代表)

青山博次郎 今村和男 海辺不二雄

小河原正巳 大前義次 小林宏治

近藤次郎 権藤 JC 菅波三郎

千住鎮雄 竹内 敬 武田行松

万根 薫 三上 操 本告光男

森口繁一 山口 褒 渡辺 浩

その議に従って次期会長の選考を新細則第 2 章第

10, 11 , 12, 13, 14条にもとづいて会長候補者の選

考を行ない，全会員に投票を求め， 1 月 17日開票の

結果小野勝次氏を次期会長におすことについて，ほ

とんど全員の信任を得ました(投票率・ 48%).

3. 昭和 47 年度役員

設立総会で 47 年度の役員のうち，半数は 46 年度

の役員 8 名が引き続いて就任し，残り半数(理事 7

名，監事 1 名)には， 3 月 20 日までに会員の直接

選挙によって選出される方が就任することに決まり

ました. 46年度から引き続き就任する方の名簿は次

のとおりです.

1 

会長小野勝次(任期2 年)

副会長

副会長

庶務

会計

編集

研究

国際

無任所

監事

4. 

~ 

近藤次郎(任期 1 年)

三上 操(任期 1 年)

万根 薫(任期 1 年)

千住鎮雄(任期 1 年)

青山博次郎(任期 1 年)

竹内 啓(任期 1 年)

海辺不二雄(任期 1 年)

本告光男(任期 1 年)

山口 嚢(任期 1 年)

定款の現会則と違う主な点

員 フェローは正会員にふくめる.学生

会員は役員の被選挙権はない(民法

上の社員ではなし、)が，選挙権は持つ

2. 役 員理事と監事，評議員は役員でなくな

る.理事の定数は現行 30 から 16 に

減らす

3. 評議員性格は会長の諮問機関となる.定数
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は半減， 70以内となる.任期は 2 年

4. 会 議定足数が必要になる(委任状をふく

む).議事録の保存が義務づけられる

5. 財 産基本財産および収支決算に対する文

部大臣の監督

6. 会計年度 3 月 1 日←ー→ 2 月末日

7. 定款の変更文部大臣の認可が必要になる

5. 細則の主な点

1. 会 員 a) 会費の納入期限を設けたこと

(前年 12 月末)

b) 会誌の配布は暦年にしたがう

(I ~12 月)としたこと

c) 会費滞納者の処置を厳格にした

こと

2. 役員選挙 a) 役員は会員の直接選挙により選

出する

b) 会長は選考委(母体は評議員)

が候補を選定し信任投票

c) 理事はポストごとに選挙(監事

も同じ)

3. 評議員 a) 支部，全国，会長指名の 3 種類

とする

b) 支部選出は支部の数に応じた定

数(表に定める)を支部が選ぶ

(特にその方法を一般的に規定

しなし、)

c) 全国選出は25名.選挙方法は役

員と同じ

d) 会長指名は 7 名以内

4. 委員会 a) 現会則では刊行物委以外は特に

規定がなかったので設けた

b) 刊行物→編集大西賞→表彰

5 fjコ， 誌 a) 法人になると一般に対しても売

れるので定価をつける

b) 滞納会員に対しては送付停止を

明示

6. 支 部支部長の理事会出席が定款上認めら

れないので，支部長会議の項を設け

た(運用上は，支部長の理事会出席

(オフ'ザーパーとして)や議事録送付

を慣行として認めるとともに，春秋

の大会時に支部長会議を必ず開くよ

うな慣行をつくりたし、)

7. 表 彰大西賞はあと 2年分 (47 年度まで)

しか基金がないので，もっと広く考

えたいということもあって広く表彰

という条文にした.

6. 昭和 47 年度事業計画案

1. 研究発表会

春秋 2 回開催し，春季は東京において総会をか

ねて行ない，秋季は北海道地方において開催する.

特別テーマは，春は「予測H 秋は未定.

2. 刊行物

(1) r経営科学」を 6 回(奇数月)， rJORSJJ を 4

回 (3 ， 6 , 9 ， 12月)発行する.

(2) 報文集の編集および発行を適宜行なう.

3 国際協力

(1) IAOR に協力する.

(2) 1972年 8 月アイルランドで開催されるIFORS

国際会議に参加する.

(3) 1975 年の IFORS 国際会議の日本開催のため

の活動を推進する.

(4) 1975 年の TIMS 国際会議の日本開催のため

の活動を推進する.

(5) 来日する OR 専門家との接触の機会を密にす

る.

4. 研究活動

予測，組合せ理論，システム，待ち行列， MIS , 

信頼性，設備投資・取替計画の経済計算，数理計

画， PPBS，探索理論， DP部会の活動を引き続き

推進する.

5. 普及活動

講習会，月例講演会， OR 金曜サロンその他の

普及活動を適宜行なう.

6. 研究調査

適当な機関よりの調査研究委託に応ずる.

7. 日本 OR 学会大西記念文献賞

第 5 回大西記念文献賞の授賞ならびに第 6 回大

西記念文献賞の選考を行なう.

8 受賞推薦

他の学協会等の依頼に応じ受賞候補者等の推

薦に協力する.

9. 視察団の派遣

OR に関するテーマ別の視察団派遣の計画をた

てる

10 他学協会との交流

他学協会との交流を積極的に進める.
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7. 昭和 47 年度予算案

1972 年度収支予算書(案)

自 1972年 4 月 1 日

至 1973年 2 月 28 日

1. 総括表

ι二同額ト出T~fJ1 1差百|世間主
一般会計い7川!示事司:口]~07， 3~r
特別会計 L_ 01 0 o  01 

計 117 ， 880 ， 000117， 472 ， 6591407， 34可一司市五

2・ 一般会計予算書(案)

収入の部

11l土空旦旦 1 Jj!j~竺恒三
正会員:学生会員会費[5ω叫2.0品品品l4'肌 5品品崩1 山

汐 入会金鉛d 12お5， 0∞001 19貯7.5叩0∞ol^ 7η2.5切001 10∞0人増
賛助会員会費料 7.500 ， ω01 5 ， 960 ∞41叫∞oi宇生設増
基本財産利子※※1 3ω，∞o! 01 300， 0∞\ïE会員
預貯金利子※※1 350, 0001 01 350 ∞011∞人入会
会誌頒布収入1 650, 0001 ω0， 0001 50， 0∞|学広会員ムvvv, vvvl vvv, vvvl ov, vvvl :'u人入会

研究発表会開催収入1 823, 0001 702, 20倒 120,8001 日
1 A 0 R 刷。!180.0001 111，叫， 100

資料等頒布収入1 380, 0001 217 ， 94副 162, 055 
講演会参加費! 引 制 。

広告掲載料11 ， t,OO, 0叫 921 ， 57判幻8.426
雑収入1 .450, 0001 447， ω別 2 ， 305
前年度より繰越金 01 刷 。

盃日子五五両両平副
※ 会費 1 口 4 万円→ 5 万円に改訂. ※※ 前年度は維収入

支出の部

石一-J[干正記1亨持]弘司正一言
1.事業費| 町 円! 円i 一一一
研究党表会費i 1, 334, 5001 1, 176, 423! 158,077: 
講演会脅 156，削 20，∞0: 136，側!

:際 ij125f;;:;332tjnIJ;;::21
部会 費1 330 ， 00町 345 ， 00町ム 15 ， 000
法人化記念事業費 1 300, 0001 Oj 3ω， ω01 

支部脅|白2， 8001 544, OOO! 108, 8001 
2 事務費

会議費1 566, 5001 788, 040:ム 221 ， 540 ，
旅費・交通費 1 824, 9001 754, 52司 70，幻5

消耗品費! 550.000, 576.370:ム 26 ， 370

備品既日0， 000 314, 0001 236， 0∞ 

印刷費1 2ω， 000: 250, 000!6 50, 000 
通信費1 834, 0001 1 ， 310 ， 61副6 476,616 
給料・手当1 3, 100, 0001 3.038 ， 83副 61 , 162 
誇 給 15.0001 4. 印刷 10 ， 200

退職積立金1 220, OOO� 299, 0001ム 79 ， 000

光熱・水・部屋代 1 1 ， 449， ω01 1 ， 440，∞O! 9, 690 
振替手数料I 80，∞01 83.1951ム 3 ， 1951
公租公課手数料 50.0001 01 50, 000 
会費徴収不能金| 間 147， 000:ム 147 ， 000

雑費1 150, 0001 200 ， 000:ム 50， 000

|口.472 ， 659115， 482.58111，蜘吋

特別会計予算書(案)

1. 賞金基金

1972 年度収入

科 目 l 予算額|早 2E| 増減ω| 摘要

前年度より繰越金 1-; 品| 300.0問ム 1∞胡
三一一一町五，0函 300， OGOIム肌卿|

1972 年度支出

科 目 |予算額|早長喜|増減〈ム) 1 摘要

竺日空宇J 1oo, obõl 100, Obõl_~l __  _ 

s'>o干 j竺竺竺〕型恒三型型ム肌∞0:
~_!!J己竺lJ型同吋

2. IFORS 基金

1972 年度収入

ーとEl巳竺干上主呂町ω| 摘 要
性竺I'lì~と|型~I___ ~1 __ PlI __ 
合計 1 3 ∞問。l -1

1972 年度支出

-L-L|土ー堅一時 1一円竺〕直竺
IFORS パ Vプレット思| 円l 円
賞 l 山V ， V山!

212y!?F822zjm∞ol 
IFORS 準備委員会 ':It� (l()(),1 

会合問 vv. 山つ

交通劃 18, 0001 
翌年度に繰劃 2， 052.0001

合計 1 3， 00刊4
1973 年度以降は未定

3. 法人化記念運用基金

1972 年度収入

_f_'1_~_El_~竺-里ji富里竺恒三
募 金川， 800 ， 0同一円 ~I
前年度より繰越金 13、 900， 0001 一一

合 計同m蜘1 - I 

1972 年度支出

科 目 |予算額 l 草主喜|増減ω| 摘要

i語千語雨訓う司l副玄副d 三
合計 i 硝∞叫01 一
1973 年度以降は未定

なお，昭和 48 年， 49 年度の事業計画案，予算案

は文部省に提出する必要があるので，上記と向様の

案をあわせて設立総会に提案し，これらの案を文部

省に提出することが承認された(詳細の掲載は省略

する). 
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8. 議事録

日本オベレーションズ・リサーチ学会は，下記の

とおり，臨時総会ならびに社団法人日本オベレーシ

ョンズ・リサーチ学会の設立総会を開催し，日本オ

ベレーションズ・リサーチ学会の解散ならびに社団

法人日本オベレーションズ・リサーチ学会の設立決

議，その他の決定を行なった.

日本オベレーションズ・リサーチ学会臨時総会

議事録

開催の日時:昭和47年 1 月 29 日

午後 2 時~2 時30分

開催の場所:日本情報処理研修センター

午後 2 時，定刻となったので，会則第 15 条(1)

の規定により，会長小林宏治氏が議長となり開会を

宣した.

1. 下記の件につき説明ならびに報告が行なわれ

た.

(1) 臨時総会の招集理由について

(2) 日本オベレーションズ・リサーチ学会の法人

化について

(3) 社団法人日本オベレーションズ・リサーチ学

会の設立発起人ならびに設立発起人会代表につ

いて

(4) 法人化にともなう事務手続きについて

1I.議事

(1) 日本オペレーションズ・リサーチ学会の解散

について

本議題について，下記のごとき提案が行なわれ，

満場一致でこれを可決した.

「日本オベレーションズ・リサーチ学会は，社団

法人として組織するため，社団法人日本オベレーシ

ョンズ・リサーチ学会の設立が認可されたときには

自動的に解散する.日本オベレーションズ・リサー

チ学会が所有するいっさいの財産ならびに人的組織

は，社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

に移行する.J 

(2) 日本オペレーションズ・リサーチ学会が所有

する財産の寄付について

本議題について下記のような提案が行なわれ，満

場一致でこれを可決した.

「社団法人日本オベレーションズ・リサーチ学会

が設立されたときは，日本オベレーションズ・リサ

ーチ学会が所有するいっさいの財産を寄付する.

ただし，基本財産として 金5.000.000 円他を運

用財産とする .J

以上で議事を終了，会長の挨拶のあと議長が閉会

を宣した.

社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

設立総会議事録

開催の日時:昭和47年 1 月 29 日

午後 2 時30分~4 時

開催の場所:日本情報処理研修センタ{

出席者:小野勝次他 736 名(委任状 688)

午後 2 時30分，森口理事より，定款に定める定足

数に達した旨の報告があり，本総会の成立が確認さ

れ，開会を宣した(定足数 317名 =1589名(会員数)

X 1/5) 

互選により，小野勝次氏議長となり議事に入っ

た.

(1) 議事録署名人の選定について

議事録署名人の選定について諮り，互選の結果近

藤次郎，森口繁ーの両氏を選出した.

(2) 社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学

会の設立について

議長の指名により，あらかじめ配布された趣意書

(経営科学第 15 巻第 4 号掲載のもの)の朗読が，発

起人万根薫氏(代理森村英典氏)によって行なわ

れた 議長より，この趣旨のもとに社団法人日本オ

ベレーショ γズ・リサーチ学会を設立したし、旨を諮

り，満場一致で「設立決議」を行なった

(3) 定款について

議長より，定款について諮り，あらかじめ配布さ

れた原案どおり満場一致で可決した.

(4) 資産について

議長より，この法人設立のため日本オベレーショ

ンズ・リサーチ学会会長小林宏治氏より寄付申込み

がある旨を報告し，これを受けいれること，および

これを基に本会の資産を構成することについて諮

り，満場一致でこれを可決した.

(5) 役員について

議長より法人設立当初の役員の人選について諮

り，満場一致で、理事および監事の予定者を決定し

た.

(6) 設立後 3 年間の事業計画および収支予算につ

いて

議長の指名により万根薫氏(代理森村英典氏)

および千住鎮雄氏(代理福川忠昭氏)より設立後 3
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年間の事業計画(案)および収支予算(案)の提案が行

なわれ，これについて諮り，満場一致で原案どおり

可決した.

今後の事務手続きについて補足説明が行なわれた.

以上により，設立総会の議事を終了し，議長は閉

会を宣した.

(7) 設立代表者の選任について

議長より法人設立手続きの円滑化を図るため，設

立代表者を選出し，法人設立にあたってのいっさい

の権限を委任したい旨を諮り，満場一致で小野勝次

氏を設立代表者に選任した.

(8) その他

昭和47年 1 月 29 日

社団法人 日本オペレーションズ・

リサーチ学会設立総会

議 長小野勝次⑪

議事録署名人近藤次郎⑪

" 森口繁一⑪

全世界の OR に関する文献の Abstracts 専門誌

IAOR を活用しましょう

IAOR (Internationa1 Abstracts in Operations Research) は， IFORS (Internationa1 Federaｭ

tion of Operationa1 Research Societies) が発行している，世界の OR 関係の論文および単行本
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